


Ｘの言い分 

とでしたので、代金支払期限を同年７月 日にしました。しかし、期限を過

ます。 

 

Ｙの言い分 

の際、Ｘは私に、「甲自動車をあげる」と言いました。

ア　主張の概要
　　この事例では、ＸがＹに対して甲自動車の売買代金の支払いを求めている

のに対し、Ｙは「あげる」と言われたとして争っています。

イ　請求の趣旨
　　訴えの提起は、訴状を裁判所に提出してしなければなりません
条１項）。そして、訴状には「当事者及び法定代理人」のほか、「請求の趣
旨及び原因」を記載する必要があります 。

　　請求の趣旨とは、訴訟における原告の主張の結論となる部分であり、原告

が勝訴した場合にされる判決の主文に対応するものです。

　　本事例では、請求の趣旨は次のようになります。

ウ　訴訟物　［平成 年度　問題 -ウ・エ］　［平成 年度　問題 - ］

　　訴訟上の請求は、一定の権利又は法律関係の存否の形をとりますが、その
内容である一定の権利又は法律関係を訴訟物といいます。
　　原告が訴えを提起するには、訴訟物を特定しなければなりません。訴訟物

の特定の仕方は、権利の性質によって異なります。

　　本事例では、売買契約に基づく代金支払請求権が訴訟物となります。売買
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